
各
界
ア
ピ
ー
ル
署
名
は
国
会
に
提

出
す
る｢

署
名｣

で
は
な
く
、
世
論
づ

く
り
の
た
め
国
民
の
声
を
大
き
く
し

て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。
大
阪
府

連
に
寄
せ
ら
れ
た
署
名
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
も
っ
と
大
き

く
広
げ
て
日
本
政
府
や
中
国
政
府
に

｢

申
し
入
れ｣

を
行
な
い｢

速
や
か
な
平

和
的
解
決｣

を
求
め
て
ゆ
き
ま
す
。

賛
同
署
名
に
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。

平
山
武
秀
日
本
基
督
教
団
牧
師

｢

こ
の
困
難
な
問
題
が
平
和
裡
に
解

決
さ
れ
て
、
長
い
歴
史
を
も
つ
中
国

と
日
本
の
関
係
が
１
日
も
早
く
正
常

化
さ
れ
る
よ
う
切
に
祈
り
ま
す｣

小
林
宏
至
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

｢

平
和
友
好
条
約
の
精
神
を
大
切
に

尖
閣
問
題
の
解
決
を
は
か
り
、
末
永

い
友
好
・
交
流
を
続
け
ま
し
ょ
う｣

鰺
坂
真
関
西
大
学
名
誉
教
授

｢

領
土
問
題
で
も
憲
法
九
条
の
精
神

を
生
か
し
て
、
平
和
的
話
し
合
い
で

解
決
へ
の
努
力
を
す
べ
き
で
す｣

山
本
晴
義
大
阪
経
済
大
学
名
誉
教
授

｢

研
究
会
・
文
化
運
動
を
通
じ
て
協

力
し
て
お
り
ま
す｣

重
森
暁
大
阪
経
済
大
学
名
誉
教
授

｢

中
日
両
国
の
持
続
的
な
友
好
関
係

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す｣

上
島
武

島
本
町
在
住｢

尖
閣
は
日
本

の
固
有
領
土
で
あ
る
と
の
主
張
を
一

度
撤
回
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す｣

山
口
勝
利
日
本
共
産
党
大
阪
府
委
員
長

｢

何
よ
り
も
、
紛
争
が
起
こ
っ
て
も
絶

対
に
戦
争
に
せ
ず
、
対
話
に
よ
っ
て

解
決
す
る
精
神
が
大
事
で
す
。
憲
法

九
条
の
精
神
に
立
っ
た
平
和
的
解
決

を
探
求
し
て
い
き
ま
し
ょ
う｣

浅
田
勝
美
・
美
奈
子
日
中
友
好
交
流

堺
・
美
木
多
連
絡
会｢

隣
国
で
あ
る
中

国
と
の
長
い
交
流
の
歴
史
を
続
け
、

お
互
い
に
学
び
成
長
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
尖
閣
問
題
の
平
和
的
な

解
決
を
望
み
ま
す｣

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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来
年
三
月
二
十
一
日(

祝)

三
時
か

ら
、
天
六
・
関
大
校
舎
で
、
第
一
回

中
国
百
科
検
定
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

全
国
三
か
所
同
時
開
催
で
、
受
験

コ
ー
ス
は
三
級
（
も
の
し
り
コ
ー
ス
）

で
す
。
今
回
は
三
級
の
み
の
実
施
で
、

受
験
料
は
三
四
〇
〇
円
で
す
。

中
国
百
科
検
定
の
試
験
出
題
内
容

は
、
公
式
テ
キ
ス
ト
「
中
国
百
科
」

を
基
本
範
囲
と
し
て
、
地
理
、
歴
史
、

政
治
経
済
、
文
化
の
四
分
野
か
ら
出

題
さ
れ
ま
す
。

問
題
形
式
は
全
六
〇
問
で
四
者
択

一
の
マ
ー
ク
シ
ー

ト
方
式
で
す
。

合
格
基
準
は

正
答
率
七
〇
％

以
上
を
合
格
と

し
ま
す
。

申
込
用
紙
と

公
式
テ
キ
ス
ト

（
二
九
四
〇
円
）
は
府
連
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

中
国
百
科
検
定
公
式
サ
イ
ト

h
tt
p
:
/
/
w
w
w
.
j
c
f
a
-
n
e
t
.
g
r
.
j
p
/

k
e
nt
e
i/

第
一
回
中
国
百
科
検
定

三

月

に

大

阪

市

で

開

催

尖
閣
問
題
賛
同
署
名
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
日
も
早
い
正
常
化
と
平
和
的
解
決
を

中国語教室はグランフロント北館東側に移転しました、

ヨドバシカメラ北側、東洋ビル本館205・305号室です。

親切丁寧な授業が特徴です。途中入学もＯＫです。

10/7～3/24 週一回・２時間授業・２０回

初心者から上級まで20数クラス有ります

入学金：18,000円、受講料：48,000円

秋の中国語講座へどうぞ

大阪府連の募金へのご協力ありがとうございました。

９月末現在、４団体と６０名から１９８，７６０円の

募金が寄せられました。

夏期・事務所移転募金に引き続き取り組んでいます

ので、ぜひ募金にご協力下さい。

振り込みは、ゆうちょ銀行４０８普通預金１９３６７３１へ

夏期・事務所移転募金

ありがとうございました

１１月１９日（火）開場１８：００ 開演１８：３０

京劇神戸公演 神戸文化ホール（中ホール）
ＪＲ神戸駅北へ１０分、

神戸地下鉄大倉山駅すぐ

料金：一般前売券4,000円

（当日4,500円）中学生以下無料

主催：北京風雷京劇を観る会

後援：中華人民共和国駐大阪総領事館、兵庫県、神戸市、

神戸華僑総会、神戸新聞社、サンテレビ(申請中)

チケットは大阪府連事務局で取り扱っています。

西
支
部
定
期
総
会
が

府
連
新
教
室
で
二
二
名

が
集
ま
り
、
太
極
拳
教

室
の
模
様
や
、
水
餃
子

教
室
、
き
り
え
教
室
な

ど
、
こ
の
一
年
間
を
振

り
返
り
、
会
員
を
六
〇

台
後
半
へ
増
や
そ
う
と

討
論
が
弾
み
ま
し
た
。

二
度
目
の
中
国
東
北

部
へ
の
平
和
ツ
ア
ー
参

加
者
か
ら
、
苦
労
し
て

日
本
へ
引
き
揚
げ
た
経

験
が
報
告
さ
れ
参
加
者

も
感
慨
深
く
聞
き
入
り

ま
し
た
。

一
品
持
ち
寄
り
懇
親

会
は
、
初
参
加
者
を
囲

ん
で
話
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

西

支

部

定

期

総

会

開

く

来賓挨拶は松尾豊大阪府連理事長



2013年10月15日 日中友好新聞 第２３０１号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

貧
困
克
服
と
経
済
格
差

貧
困
克
服
に
よ
る

底
上
げ
と
経
済
格
差

拡
大
の
同
時
進
行

不
破
哲
三
さ
ん
は
質
問
に
答
え

る
シ
リ
ー
ズ
②
で
紹
介
し
た
発
言

の
次
の
文
節
で
、
「
貧
困
削
減
と

い
う
底
上
げ
に
大
き
な
成
功
を
お

さ
め
て
も
、
そ
の
一
方
で
、
富
め

る
層
と
貧
し
い
層
と
の
間
の
格
差

は
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
中
国
経

済
を
見
る
時
、
こ
の
経
過
と
結
果

の
全
体
を
、
私
た
ち
は
よ
く
見
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
、
指
摘
し

て
い
ま
す
。

不
破
さ
ん
は
続
編
の
中
で
、
市

場
経
済
で
は
貧
富
の
格
差
の
拡
大

は
避
け
が
た
い
が
、
そ
の
対
応
措

置
と
し
て
「
税
金
に
よ
る
所
得
の

再
分
配
と
い
う
対
応
」
と
「
社
会

保
障
な
ど
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
つ
く
っ
て
ゆ
く
」
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
し
、
「
社
会
主
義
を
め

ざ
す
国
だ
か
ら
こ
そ
、
中
国
は
日

本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
な
い
、
こ

れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と

い
う
実
績
を
生
み
出
せ
る
は
ず
だ
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
＊
。

＊
不
破
哲
三
『
激
動
の
世
界
は
ど
こ
に

向
か
う
か
－
日
中
理
論
会
談
の
報
告
』

新
日
本
出
版
社
２
０
０
９
年
。

不
破
さ
ん
の
指
摘
し
て
い
る
こ

と
は
、
「
貧
困
削
減
に
よ
る
底
上

げ
」
が
続
い
て
い
け
ば
、
い
ず
れ

貧
し
か
っ
た
地
域
も
北
京
・
上
海
・

天
津
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
な
り
、

経
済
格
差
は
消
滅
す
る
と
い
う
よ

う
な
楽
観
論
で
は
な
く
、
経
済
格

差
も
ま
た
そ
れ
を
是
正
し
て
い
く

た
め
の
独
自
の
対
応
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

市
場
経
済
が
も
つ
不
安
定
性
が

貧
困
を
再
生
産
す
る
可
能
性
に
も

注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
国
に
お
け
る

貧
困
の
再
生
産

農
村
に
お
け
る
貧
困
と
い
う
と
、

辺
境
地
域
や
山
岳
高
地
な
ど
劣
悪

な
自
然
条
件
に
あ
る
地
域
、
少
数

民
族
地
域
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
農
村
一
般
地
域

に
お
け
る
貧
困
の
再
生
産
に
も
着

目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
国
の
農
村
土
地
所
有
制
度
は

「
集
団
的
土
地
所
有
」
と
い
う
不

安
定
な
制
度
で
す
。
本
来
的
に
は

個
々
の
農
民
の
集
合
体
と
し
て
の

土
地
所
有
と
い
う
意
味
で
す
が
、

現
実
に
は
そ
の
集
合
体
は
村
民
委

員
会
で
あ
っ
た
り
、
郷
鎮
企
業
で

あ
っ
た
り
、
協
同
経
営
体
で
あ
っ

た
り
す
る
わ
け
で
す
。

往
々
に
し
て
、
農
民
全
体
の
意

思
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
、
集
団
を

僭
称
す
る
一
部
の
人
々
が
地
方
政

府
や
企
業
体
と
結
託
し
て
土
地
収

用
や
売
却
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
い
つ
の
間
に
か
耕
作
地
を
取
り

上
げ
ら
れ
る
農
民
が
生
ま
れ
る
の

で
す
。

今
、
土
地
を
失
っ
た
失
地
農
民

は
４
０
０
０
〜
５
０
０
０
万
人
に

達
し
て
お
り
、
今
後
２
０
３
０
年

ま
で
に
一
億
１
０
０
０
万
人
に
達

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
＊
。

論
理
的
に
は
、
彼
ら
は
都
市
化

の
波
に
呑
ま
れ
て
い
く
と
い
う
想

定
で
す
が
、
失
地
農
民
の
多
く
は

就
業
が
困
難
で
、
社
会
保
障
に
も

恵
ま
れ
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
土
地
譲
渡
金
は
地

方
政
府
の
予
算
外
収
入
の
主
要
ル
ー

ト
で
あ
り
、
低
価
格
で
収
用
さ
れ
、

開
発
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
利

益
は
十
五
兆
元
に
も
達
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
補
償
金
と
し
て

農
民
の
手
に
渡
っ
た
の
は
五
％
に

過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
『
２
０
１
１
年
中
国
都
市
発
展
報
告
』

中
国
社
会
科
学
院

都
市
で
も
貧
困
の
再
生
産
は
あ

り
ま
す
。
１
９
９
０
年
代
末
の
国

有
企
業
改
革
で
断
行
さ
れ
た
前
代

未
聞
の
「
リ
ス
ト
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
再
就
業
工
程
）
」
に
よ
っ

て
、
約
３
０
０
０
万
人
が
国
有
企

業
従
業
員
と
い
う
地
位
を
失
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
か
れ
ら
の
転
職
に
は

困
難
が
伴
い
、
転
職
に
成
功
す
る

場
合
も
ほ
と
ん
ど
が
非
正
規
就
業

で
、
農
民
工
の
大
量
流
入
と
並
ん

で
、
中
国
の
都
市
に
非
正
規
就
業

群
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

所
得
再
分
配
制
度
が

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

農
村
に
も
都
市
に
も
貧
困
が
滞

留
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で

税
負
担
も
保
険
料
負
担
も
相
対
的

に
軽
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
正

も
絡
ん
だ
富
豪
や
富
裕
層
が
ま
す

ま
す
富
を
集
中
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
分
断
的
戸
籍
制
度
な
ど
未

だ
に
制
度
的
障
害
が
残
存
し
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
格
差
が

高
止
ま
り
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

経
済
格
差
を
表
す
ジ
ニ
係
数

（
０
〜
１
の
間
の
数
値
で
１
に
近

づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
経
済
格
差
が

大
き
い
）
は
、
国
家
統
計
局
公
表

数
値
で
２
０
１
２
年
０
．
４
７
４
、

西
南
財
経
大
学
・
人
民
銀
行
金
融

研
究
所
調
査
で
は
０
．
６
１
と
い

う
信
じ
が
た
い
も
の
で
す
。

世
界
銀
行
が
２
０
０
８
年
発
表

し
た
中
国
の
２
０
０
４
年
ジ
ニ
係

数
は
０
．
４
６
９
で
す
が
、
ジ
ニ

係
数
の
高
さ
と
い
う
点
で
は
、
中

国
は
１
３
５
か
国
中
３
６
番
目
に

高
い
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界

銀
行
２
０
０
８
年
統
計
で
は
、
中

国
の
所
得
分
布
は
上
位
２
０
％
が

全
所
得
の
５
０
．
１
％
を
占
有
し

て
お
り
、
下
位
２
０
％
は
全
所
得

の
わ
ず
か
４
．
３
％
を
分
け
合
っ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
こ
の
よ
う
な
状
態

を
改
め
る
た
め
に
「
所
得
再
分
配

制
度
」
の
導
入
の
必
要
を
痛
感
し
、

改
革
案
を
何
度
も
俎
上
に
上
せ
て

き
ま
し
た
が
、
既
得
権
益
層
の
抵

抗
に
よ
っ
て
挫
折
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
２
月
よ
う
や
く
国

務
院
は
「
所
得
分
配
改
革
」
方
案

に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
財
産
税
・
累
進
課
税

の
導
入
や
、
農
民
・
労
働
者
の
所

得
引
上
げ
を
内
容
と
す
る
新
制
度

が
具
体
化
す
る
の
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
な
の
で
す
。

中
国
共
産
党
第
十
八
回
大
会
の

開
会
日
２
０
１
２
年
十
一
月
十
八

日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
〈
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
〉
は
中
国
全
土
で
年
間
二

十
一
万
件
の
騒
擾
事
件
が
発
生
し

て
い
る
と
、
報
道
し
ま
し
た
。

そ
の
中
心
は
、
土
地
取
り
上
げ

に
抵
抗
す
る
農
民
の
か
か
わ
る
事

件
、
次
い
で
環
境
破
壊
に
抵
抗
す

る
市
民
に
よ
る
事
件
や
労
使
紛
争

で
す
。

中
国
の
庶
民
は
す
で
に
問
題
の

所
在
を
知
り
抜
い
て
い
る
の
で
す
。

貧
困
克
服
、
経
済
格
差
是
正
に

向
か
っ
て
、
中
国
政
府
と
国
民
が

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
大
き
な
努

力
を
傾
注
す
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
日
本
の
私
た
ち
も
そ

の
努
力
に
学
び
、
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

質
問
に
答
え
る
シ
リ
ー
ズ
③

山
本
恒
人

貧
困
克
服
の
た
め
の
中
国
の
一
貫
し
た
努
力


